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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
キ
ュ
ア
グ
ラ
ス
　
～
た
だ
雑
草
の
よ
う
に
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
４
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
て
も
な
く
、
た
だ
さ
す
ら
い
な
が
ら
戦
い
続
け
る
一
人
の
女
が
い
た
。
人

か
ら
好
か
れ
ず
、
ま
た
彼
女
も
好
か
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。
彼
女
は
一
体
何
を

望
む
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
名
は
キ
ュ
ア
グ
ラ
ス
。
雑
草
と
い
う
名
の
プ
リ
キ
ュ

ア
・
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
わ
・
・
・
わ
か
り
ま
し
た
ぁ
！
も
う
、
二
度
と
し
ま
せ
ん
か
ら
命
だ
け
は
ぁ

～
～
！
！
」

「
本
当
ね
。
も
し
今
度
繰
り
返
し
た
な
ら
、
そ
の
命
を
・
・
・
。
」

「
ほ
・
・
・
本
当
で
す
っ
て
ば
～
～
～
！
！
！
」

私
が
今
問
い
た
だ
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
万
引
き

を
し
よ
う
と
し
た
少
年
だ
。
偶
然
そ
れ
を
見
た
私
は
少
年
に
『
あ
る
程
度
』
制

裁
を
加
え
、
万
引
き
を
未
然
に
防
い
だ
。
彼
も
二
度
と
し
な
い
と
誓
っ
た
。
本

当
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
・
・
・
・
。

私
の
名
前
は
芝
草
秋
香
。
歳
は
１
５
、
中
３
だ
。
我
が
家
は
転
勤
が
多
い
家
で
、

し
ば
く
さ
　
し
ゅ
う
か

ほ
ぼ
１
年
ご
と
に
転
校
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
だ
か
ら
私
に
は
友
人
が
い
な
い
。

友
人
を
つ
く
る
気
も
し
な
い
。
親
か
ら
友
人
を
つ
く
れ
つ
く
れ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
正
直
う
っ
と
う
し
い
。
つ
く
っ
て
も
す
ぐ
に
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
う
の

な
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
。

そ
ん
な
私
は
現
在
、
四
つ
葉
町
と
い
う
町
に
住
ん
で
い
る
。
別
名
ク
ロ
ー
バ
ー

タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
私
に
は
ど
う
で
も
い
い
事
だ
。

今
日
は
日
曜
日
、
私
は
と
ぼ
と
ぼ
と
町
を
散
策
し
て
い
る
。
で
か
い
怪
物
が
跋

扈
し
て
い
る
以
外
は
何
と
も
平
穏
な
町
だ
。
・
・
・
・
ん
？
で
か
い
怪
物
？

人
物
紹
介
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芝
草
　
秋
香
　
（
し
ば
く
さ
　
し
ゅ
う
か
）

１
９
９
６
年
７
月
２
１
日
生
　
１
５
歳

両
親
と
自
分
の
３
人
家
族

明
る
く
て
社
交
的
な
他
の
プ
リ
キ
ュ
ア
た
ち
と
違
い
、
あ
く
ま
で
孤
独
を
貫
き
、

誰
と
も
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
少
女
。
口
数
も
少
な
く
、
つ
い
毒
を
吐
い
て
周
り

に
嫌
悪
感
を
与
え
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

四
つ
葉
町
で
出
会
っ
た
４
人
の
プ
リ
キ
ュ
ア
。
キ
ュ
ア
グ
ラ
ス
と
し
て
共
に
戦

っ
た
も
の
の
、
秋
香
は
彼
女
た
ち
と
は
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
。
己
は
雑
草
、
雑

草
な
の
だ
か
ら
。

次
回
「
孤
高
」
　
奴
と
は
、
絶
対
に
関
わ
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
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孤
高

四
つ
葉
町
を
襲
っ
て
い
る
巨
大
な
怪
物
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
は
、

私
と
同
じ
年
代
で
あ
ろ
う
４
人
の
女
。
そ
の
奇
怪
な
容
姿
。
あ
の
女
た
ち
も
私

と
同
じ
『
プ
リ
キ
ュ
ア
』
な
の
・
・
・
・
か
な
。

「
エ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
イ
！
！
！
！
！
！
」

巨
大
な
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
を
し
た
金
髪
の
女
が
、
怪
物
に
向
か
っ
て
飛
び
膝
蹴
り

を
か
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て
他
の
女
た
ち
も
攻
撃
す
る
。

『
プ
リ
キ
ュ
ア
・
ク
ア
ド
ラ
ブ
ル
・
キ
ー
ー
ー
ー
ッ
ッ
ッ
ッ
ク
！
！
！
！
！
』

４
人
の
息
の
合
っ
た
キ
ッ
ク
が
怪
物
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
だ
け
ど
怪
物
に

は
さ
ほ
ど
効
果
は
無
い
み
た
い
だ
。
逆
に
そ
の
圧
倒
的
な
力
で
女
た
ち
を
圧
倒

す
る
。

・
・
・
・
っ
た
く
、
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
を
こ
ん
な
つ
ま
ん
な
い
事
で
潰
さ
せ

な
い
で
頂
戴
。

『
チ
ェ
ン
ジ
・
ザ
・
キ
ュ
ア
グ
ラ
ス
！
』

服
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
変
身
ア
イ
テ
ム
『
グ
ラ
ス
・
ロ
ッ
ド
』
を
出
し
て
、
私

は
あ
い
つ
ら
と
同
じ
プ
リ
キ
ュ
ア
へ
と
変
身
す
る
。

『
我
は
無
限
の
生
命
の
証
、
キ
ュ
ア
グ
ラ
ス
！
！
』

・
・
・
雑
草
と
は
毟
っ
て
も
毟
っ
て
も
生
え
て
く
る
も
の
。
だ
か
ら
無
限
の
生
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命
な
の
だ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
ッ
ッ
！
！
」

バ
ッ
シ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！

「
ウ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
」

私
は
無
言
で
怪
物
に
パ
ン
チ
を
お
見
舞
い
し
て
や
る
。
急
所
に
当
た
っ
た
の
か
、

怪
物
が
地
面
に
倒
れ
の
た
打
ち
回
る
。

「
た
・
・
・
・
助
か
っ
た
ぁ
・
・
・
・
。
」

「
も
た
も
た
す
る
な
、
も
う
立
ち
上
が
っ
て
る
ぞ
。
」

「
え
？
」

ベ
シ
ッ
ッ
！
！
！
！
！

警
告
し
た
時
に
は
も
う
遅
か
っ
た
。
怪
物
は
も
う
立
ち
上
が
り
、
ツ
イ
ン
テ
ー

ル
の
女
を
殴
り
飛
ば
し
た
。

「
ピ
ー
チ
！
大
丈
夫
！
？
」

へ
そ
を
出
し
た
女
と
赤
い
服
の
女
が
ピ
ー
チ
と
呼
ば
れ
た
女
に
駆
け
寄
る
。
隙

を
見
せ
た
ら
だ
め
だ
っ
て
の
に
。

「
私
が
や
る
し
か
な
い
か
。
」
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私
は
ロ
ッ
ド
を
装
備
し
、
自
ら
の
技
を
発
動
さ
せ
る
。

『
地
上
に
生
え
る
無
数
の
草
の
魂
よ
、
奴
に
か
ら
み
つ
き
、
動
き
を
封
じ
よ
。
』

『
プ
リ
キ
ュ
ア
・
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
・
ロ
ー
プ
！
』

ロ
ッ
ド
の
先
か
ら
草
で
編
ん
だ
ロ
ー
プ
が
放
た
れ
、
怪
物
の
体
を
が
ん
じ
が
ら

め
に
し
、
動
き
を
封
じ
さ
せ
る
。

「
動
き
が
止
ま
っ
た
・
・
・
？
」

「
何
も
た
つ
い
て
る
の
？
止
め
を
刺
せ
。
」

「
・
・
・
う
、
う
ん
！
！
」

ピ
ー
チ
と
そ
の
他
の
連
中
も
、
必
殺
技
を
繰
り
出
し
た
。

「
ク
ロ
ー
バ
ー
ボ
ッ
ク
ス
よ
！
私
た
ち
に
力
を
貸
し
て
！
！
」

「
プ
リ
キ
ュ
ア
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
！
レ
デ
ィ
・
・
・
ゴ
ー
！
！
」

「
ハ
ピ
ネ
ス
リ
ー
フ
、
パ
イ
ン
！
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
、
フ
レ
ア
ー
リ
ー
フ
、
ベ
リ
ー
！
！
」

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
リ
ー
フ
、
ピ
ー
チ
！
！
！
」
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「
プ
ラ
ス
ワ
ン
、
ラ
ブ
リ
ー
リ
ー
フ
！
！
！
！
」

『
ラ
ッ
キ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
！
！
！
』

大
き
な
ク
ロ
ー
バ
ー
マ
ー
ク
が
怪
物
を
結
晶
で
封
じ
込
め
る
。

『
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・
・
・
・
・
・
！
！
！
！
！
』

怪
物
は
徐
々
に
弱
っ
て
い
き
、
や
が
て
浄
化
さ
れ
た
の
か
消
滅
し
た
。

お
い
お
い
、
も
う
昼
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
。
１
日
の
半
分
が
終
わ
っ
た
。
つ
ま
ん
な

い
事
に
関
わ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
さ
、
散
歩
の
続
き
と
い
こ
う
か
な
。

「
待
っ
て
！
」

変
身
を
解
き
、
元
に
戻
っ
た
奴
ら
の
１
人
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
包
み
み
た
い
な
髪

型
を
し
た
子
が
来
る
。

「
さ
っ
き
は
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
が
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
た
か
。
あ
、

あ
な
た
も
プ
リ
キ
ュ
ア
な
の
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

私
は
無
視
し
て
散
歩
に
向
か
う
。
こ
い
つ
ら
を
相
手
す
る
道
理
な
ん
て
無
い
か

ら
。

「
私
、
桃
園
ラ
ブ
！
あ
な
た
は
？
」
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く
ど
い
な
ぁ
。
私
は
歩
ん
で
い
た
足
を
止
め
、
後
に
振
り
返
る
。
そ
し
て
・
・
・

・
。

「
ッ
！
！
」

バ
キ
ィ
ッ
ッ
！
！

「
タ
ッ
ハ
ァ
ァ
！
！
！
」

ラ
ブ
と
名
乗
っ
た
子
の
顔
面
を
、
思
い
っ
き
り
殴
り
飛
ば
し
た
。

「
ラ
ブ
！
」

「
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
！
」

「
ラ
ブ
、
大
丈
夫
！
？
」

「
う
・
・
・
う
ん
何
と
か
・
・
・
。
」

「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
！
何
て
事
す
る
の
よ
！
！
」

「
今
す
ぐ
ラ
ブ
に
謝
っ
て
！
！
」

青
い
髪
を
し
た
モ
デ
ル
風
の
子
と
藍
色
の
髪
の
子
が
突
っ
か
か
っ
て
き
た
。
面

倒
な
連
中
だ
。

「
私
、
馴
れ
馴
れ
し
い
人
間
は
嫌
い
な
の
。
だ
か
ら
殴
っ
た
の
。
」

「
な
・
・
・
何
よ
そ
の
態
度
！
！
」
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「
初
対
面
の
人
間
に
そ
こ
ま
で
親
し
く
す
る
義
理
は
無
い
わ
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

」「
・
・
・
・
あ
ん
た
・
・
・
・
・
！
！
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

言
い
た
い
事
は
言
っ
た
。
呆
気
に
と
ら
れ
て
い
る
奴
ら
を
背
に
、
私
は
散
歩
の

続
き
に
入
る
。
無
駄
な
体
力
を
使
っ
た
。

「
・
・
・
・
何
な
の
よ
あ
い
つ
、
人
を
助
け
て
お
い
て
あ
の
態
度
は
・
・
・
・

！
！
」

「
そ
れ
に
一
言
も
謝
ら
な
い
で
お
い
て
。
今
度
合
っ
た
ら
・
・
・
・
。
」

「
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
、
鼻
血
が
！
」

「
こ
・
・
・
こ
れ
位
大
丈
夫
・
・
・
・
だ
よ
。
」

明
く
る
月
曜
日
、
私
は
今
度
転
入
す
る
『
公
立
四
つ
葉
中
学
校
』
の
門
を
く
ぐ

っ
た
。
ク
ラ
ス
は
３
年
の
４
組
目
。

「
今
日
か
ら
こ
の
４
組
に
転
入
し
た
、
芝
草
秋
香
さ
ん
だ
。
」

紹
介
を
さ
れ
、
席
に
つ
か
せ
ら
れ
る
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
質
問
は
さ
れ
た
が
、

適
当
に
あ
し
ら
っ
て
や
っ
た
。
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「
転
入
生
？
」

「
３
年
の
芝
草
秋
香
さ
ん
で
す
っ
て
。
」

「
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
。
ね
ぇ
せ
つ
な
、
見
に
行
っ
て
み
よ
う
よ
！
」

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
ラ
ブ
待
っ
て
！
」

「
あ
、
あ
の
人
か
な
？
・
・
・
・
て
。
」

「
あ
・
・
・
・
・
・
あ
い
つ
！
昨
日
ラ
ブ
を
殴
り
飛
ば
し
た
・
・
・
・
！
」

「
え
・
・
・
そ
う
だ
っ
け
？
顔
良
く
見
て
い
な
か
っ
た
か
ら
わ
か
ん
な
い
な
ぁ
。

」「
ラ
ブ
、
あ
ま
り
あ
い
つ
に
は
関
わ
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
わ
。
」

「
そ
・
・
・
そ
う
か
な
ぁ
。
」

「
顔
も
全
然
笑
っ
て
い
な
い
し
、
一
言
も
し
ゃ
べ
ろ
う
と
し
な
い
じ
ゃ
な
い
。

放
っ
て
お
き
ま
し
ょ
。
」

「
で
・
・
・
・
で
も
・
・
・
・
。
」

同
じ
プ
リ
キ
ュ
ア
な
の
に
と
ラ
ブ
は
言
お
う
と
し
た
が
、
せ
つ
な
に
引
っ
張
ら

れ
、
言
え
な
か
っ
た
。
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「
ど
う
せ
ま
た
転
校
す
る
ん
だ
も
の
。
」

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
、
私
は
つ
ぶ
や
い
た
。
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孤
高
（
後
書
き
）

学
校
に
転
入
し
た
秋
香
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
ラ
ブ
。
軽
く
あ
し
ら
っ
て
や
る
秋

香
。

い
ま
の
彼
女
に
は
、
ラ
ブ
は
し
つ
こ
く
付
き
ま
と
う
シ
ラ
ミ
で
し
か
な
か
っ
た
。

次
回
「
憎
い
奴
」
し
か
し
、
そ
れ
で
も
女
は
興
味
を
持
た
れ
る
。
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憎
い
奴

ポ
カ
ポ
カ
ポ
カ
・
・
・
・

昼
休
み
に
な
っ
た
。
私
は
学
校
の
校
庭
の
木
陰
で
ゆ
っ
く
り
昼
寝
だ
。
こ
こ
な

ら
ば
誰
も
来
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
し
、
落
ち
着
い
て
眠
れ
る
。

ク
ー
・
・
・
ク
ー
ー
ー
・
・
・
・

今
日
も
い
い
天
気
だ
。
毎
日
こ
ん
な
日
が
続
く
と
い
い
が
・
・
・
。

「
・
・
・
・
さ
さ
ー
ん
・
・
・
・
。
」

？「
・
・
・
・
ば
く
さ
さ
ー
ん
。
」

？
？
？
？

「
芝
草
さ
ー
ん
！
」

・
・
・
何
だ
昨
日
私
が
ぶ
ん
殴
っ
た
、
ラ
ブ
・
・
・
・
と
か
言
う
子
だ
っ
た
っ

け
？

「
何
し
に
来
た
の
？
」

「
芝
草
さ
ん
が
１
人
で
ど
こ
か
に
行
く
か
ら
、
つ
い
心
配
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

つ
い
て
来
た
の
。
」
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「
戻
っ
て
。
」

「
ど
う
し
て
？
」

「
私
今
昼
寝
中
な
の
。
邪
魔
し
な
い
で
。
」

「
で
も
・
・
・
。
」

「
戻
っ
て
。
」

「
・
・
・
・
・
・
う
ん
。
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
う
言
う
と
、
ラ
ブ
は
と
ぼ
と
ぼ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。

「
昼
寝
の
続
き
ね
。
」

私
は
再
び
眠
り
こ
け
る
。

「
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
の
ラ
ブ
？
ボ
ー
っ
と
し
て
。
」

「
・
・
・
何
で
も
な
い
。
」

「
そ
う
・
・
・
。
」
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今
の
ラ
ブ
に
は
、
せ
つ
な
と
い
う
子
の
言
葉
も
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
だ
。

放
課
後
に
な
っ
た
。
私
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
何
も
し
て
い
な
い
。
た
だ
ま
っ
す
ぐ

家
路
に
つ
く
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ふ
ぅ
。
」

私
は
た
め
息
を
つ
く
。
そ
の
時
だ
っ
た
。

「
芝
草
さ
ん
！
」

ま
た
ラ
ブ
が
来
た
。
今
日
は
や
た
ら
と
絡
ん
で
く
る
な
。

「
帰
り
に
ド
ー
ナ
ツ
食
べ
て
い
か
な
い
？
」

「
い
ら
な
い
。
」

「
そ
ん
な
つ
れ
な
い
事
言
わ
な
い
で
行
こ
う
よ
。
」

「
く
ど
い
わ
ね
！
い
ら
な
い
わ
！
」

「
嫌
だ
と
言
っ
て
も
連
れ
て
行
き
ま
す
！
」

一
体
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
力
が
出
る
の
か
。
ラ
ブ
は
私
を
引
き
ず
っ
て
行
っ
た
。

抵
抗
を
試
み
た
が
ラ
ブ
の
力
が
上
だ
っ
た
。
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た
ど
り
着
い
た
の
は
１
台
の
バ
ン
の
前
だ
っ
た
。
屋
台
の
ド
ー
ナ
ツ
シ
ョ
ッ
プ

か
。
ふ
ぅ
ん
、
案
外
小
洒
落
た
お
店
ね
。
あ
ら
？
先
客
が
い
る
み
た
い
。

「
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
？
そ
れ
に
そ
の
人
・
・
・
。
」

「
あ
ー
っ
！
あ
ん
た
昨
日
ラ
ブ
を
殴
っ
た
人
じ
ゃ
な
い
！
！
」

バ
ン
の
前
の
簡
易
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
た
の
は
、
昨
日
怪
物
と
戦
っ
て
い
た

子
た
ち
だ
っ
た
。
ま
ず
い
わ
ね
、
こ
い
つ
ら
と
関
わ
る
と
面
倒
な
事
に
な
る
わ
。

さ
っ
さ
と
退
散
し
ま
し
ょ
。

「
こ
の
人
も
、
ド
ー
ナ
ツ
が
食
べ
た
い
っ
て
言
う
か
ら
仕
方
な
く
連
れ
て
き
ち

ゃ
っ
た
。
」

ち
ょ
っ
と
！
私
そ
ん
な
事
一
言
も
言
っ
て
な
い
わ
！
！

「
・
・
・
・
・
帰
ら
せ
て
も
ら
う
わ
。
」

退
散
し
よ
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
ラ
ブ
に
捕
ま
っ
た
。
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
け

れ
ど
無
駄
だ
っ
た
。
諦
め
て
私
は
相
手
す
る
事
に
し
た
。
は
ぁ
・
・
・
帰
り
た

い
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
５
人
前
の
ド
ー
ナ
ツ
が
並
べ
ら
れ
た
。
皆
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
。
私
は
全
く
手
を
付
け
な
い
。
付
け
る
気
も
し
な
い
。

「
ど
う
し
た
の
芝
草
さ
ん
。
食
べ
な
い
の
？
」
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「
食
べ
な
い
。
」

「
お
い
し
い
の
に
。
」

「
お
い
し
く
て
も
。
」

「
食
べ
た
ら
幸
せ
に
な
る
の
に
。
」

「
も
う
充
分
幸
せ
よ
。
」

「
嘘
だ
よ
、
だ
っ
て
顔
が
笑
っ
て
な
い
も
ん
。
」

「
幸
せ
だ
っ
た
ら
笑
っ
て
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」

ラ
ブ
は
黙
り
込
む
。
や
っ
と
諦
め
て
く
れ
た
か
。

「
ね
ぇ
、
芝
草
・
・
さ
ん
？
」

お
と
な
し
そ
う
な
茶
色
の
短
髪
の
子
が
聞
い
て
き
た
。
仕
方
な
く
相
手
し
て
や

る
。

「
あ
な
た
の
名
前
は
何
て
言
う
の
？
」

「
・
・
・
・
秋
香
。
芝
草
秋
香
。
」
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「
秋
香
さ
ん
・
・
。
い
い
名
前
ね
。
」

「
褒
め
て
も
何
も
出
な
い
わ
。
」

「
私
は
祈
里
。
山
吹
祈
里
で
す
。
」

「
覚
え
て
お
く
わ
。
」

「
歳
は
？
」

「
１
５
。
中
３
。
」

「
じ
ゃ
あ
私
た
ち
よ
り
１
個
上
級
生
な
の
ね
。
」

「
そ
う
ね
。
」

そ
こ
ま
で
言
う
と
、
今
度
は
綺
麗
な
モ
デ
ル
風
の
長
髪
の
子
が
質
問
し
て
く
る
。

「
芝
草
秋
香
さ
ん
だ
っ
た
わ
ね
。
私
は
蒼
乃
美
希
、
よ
ろ
し
く
ね
。
」

「
・
・
・
・
。
」

「
家
族
は
？
」

「
両
親
と
私
。
」

「
友
達
は
？
」

「
い
ら
な
い
。
」
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「
い
、
い
ら
な
い
っ
て
・
・
。
」

「
友
達
な
ん
て
、
つ
く
っ
て
も
い
ず
れ
は
嫌
い
あ
う
か
、
忘
却
の
彼
方
よ
。
」

「
・
・
・
・
昨
日
私
た
ち
が
戦
っ
て
い
る
時
に
、
あ
な
た
が
援
護
し
て
く
れ
た
。

ど
う
や
ら
あ
な
た
も
プ
リ
キ
ュ
ア
み
た
い
ね
。
あ
な
た
の
力
、
か
な
り
の
も
の

だ
と
思
う
の
。
」

「
そ
れ
が
？
」

「
私
た
ち
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
？
」

「
断
る
。
」

「
ど
う
し
て
？
」

「
馴
れ
合
う
の
は
嫌
い
だ
か
ら
。
」

「
な
、
馴
れ
合
う
っ
て
・
・
・
。
」

「
そ
れ
に
。
」

「
そ
れ
に
？
」

「
１
人
の
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
好
都
合
だ
か
ら
。
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
う
。
」

「
そ
う
。
」
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「
・
・
・
・
・
ね
ぇ
、
秋
香
さ
ん
。
」

「
何
？
」

「
昨
日
か
ら
見
て
い
る
け
ど
。
あ
な
た
っ
て
、
氷
み
た
い
な
人
ね
。
」

「
氷
？
」

「
そ
う
、
温
か
み
の
無
い
冷
え
切
っ
た
氷
の
よ
う
だ
わ
。
」

「
・
・
・
違
う
わ
。
私
は
雑
草
、
ど
こ
に
で
も
生
え
て
ど
こ
に
で
も
邪
魔
に
な

る
雑
草
よ
。
」

「
雑
草
？
」

「
そ
う
、
雑
草
。
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
こ
で
会
話
は
途
切
れ
た
。

「
も
う
い
い
で
し
ょ
、
私
帰
る
わ
。
忙
し
い
か
ら
。
」

ド
ー
ナ
ツ
に
全
く
手
を
付
け
ず
、
私
は
家
路
に
つ
く
。

数
百
ｍ
離
れ
た
時
、
ラ
ブ
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
大
き
な
声
を
出
し
た
。

「
秋
香
さ
ぁ
～
ん
！
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
来
て
い
い
か
ら
ね
～
～
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～
！
！
！
！
」

困
っ
た
事
な
ん
て
無
い
。

よ
う
や
く
家
に
戻
れ
た
。
日
は
も
う
沈
ん
で
い
た
。

ガ
チ
ャ
リ

「
た
だ
い
ま
。
」

家
に
入
っ
て
も
誰
も
い
な
い
。
両
親
は
共
働
き
で
、
い
つ
も
帰
っ
て
来
る
の
が

遅
い
。

モ
グ
モ
グ

夕
飯
は
い
つ
も
１
人
だ
。
静
寂
の
中
で
の
夕
飯
は
落
ち
着
く
。
そ
の
後
お
風
呂

を
入
れ
て
、
洗
濯
物
を
た
た
ん
で
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、
寝
る
。
こ
れ
が
私
の

日
課
だ
。

Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
・
・
・
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ

明
日
も
学
校
だ
。
寝
坊
す
る
と
悪
い
か
ら
さ
っ
さ
と
寝
よ
。
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憎
い
奴
（
後
書
き
）

相
変
わ
ら
ず
突
っ
か
か
っ
て
く
る
ラ
ブ
。
何
故
彼
女
は
そ
こ
ま
で
過
剰
な
の
だ

ろ
う
？

そ
し
て
何
故
か
秋
香
は
、
他
の
子
た
ち
の
面
前
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
苛
立
ち

な
が
ら
・
・
。

次
回
「
紹
介
」
も
う
何
遍
も
言
っ
て
き
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

キュアグラス　～ただ雑草のように～
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